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教育振興会会長 平井 短子

皆様には日頃より教育振興会の活動にご理解とご協力をいただき誠にありがと

うございます。

昨年度同様、 今年度も新製コロナウィルス感染予防対策として入学式が縮小され、
• ・

新入生保護者の皆様にもきちんとごあいさつもできず残念に思っている次第です。

ここ筑摩高校の教育振興会が他校で言うところの P T Aと違う部分は PTA ではなく PTEA であ

り、 E=Employe r （雇用者）の方々が組織に入っているということです。 とはいえ、 近年で

は事実上 PTA と同様に活動する組織となっております。

さて、 長引くコロナ禍の影響により子ども達の学校生活同様、 教育振興会の活動も縮小・中止され、

昨年度はあまり目立った活動もできずに終わりました。 今年度も、 本来ならば例年の通り7月に施設

委員会による校内環境整備作業、 さらに夏休み明けには教養委員会による「くれき野祭」への焼きそ

ば模擬店屋台の出店等がありますが、 中止および見直しをせざるを得ない状況が続いております。

ただ、 今年度は本校創立五十周年ということで、 10月の記念式典開催に関しては、 コロナ対策を万

全に整えた上で協力できればと思います。

さて最近では文部科学省の取り組みとして「GIGAスク ー ル構想」と呼ばれるICT技術を教育

現場に取り入れる計画が始まっています。 コロナウィルス拡大に対応すべく、 オンライン授業等の導

入を踏まえた学校等へのネットワ ーク環境の整備などが始まってはいるものの、 まだまだ実用化され

ている事案も少なく、 今後家庭での機器使用が一 般化していくことも含めて早期実現に向けて期待し

たいと思っています。

今の社会環境においては人と人のつながりが希薄になりがちで、 大人でさえも精神的に不安定にな

り易い状況です。 多感な時期を過ごしている子ども達が、 少しでも不安要素を取り除けるよう社会全

体で支えていく必要があると思います。 まずは家庭や学校等、 身近な部分から しつかりと見守り、 今

直面しているコロナ禍の問題も少しずつ解消していきたいものです。












